国際連携2016-2-02

２０１６年度 第１回国際連携タスクフォース 議事録(案)




　
 国連CEFACT日本委員会 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2016年7月12日（火）　14:00～17:00
２．開催場所　：　機械振興会館6階　6-62会議室
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員　　　 堀内　　一　　　ＵＭＬモデリング推進協議会

特別会員
石垣　  充
一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
幹事会員
兼子　邦彦
小島プレス工業株式会社

幹事会員
遠城　秀和
NTTデータシステム技術株式会社


正　会員
千田　伸彦     株式会社テクノロジックアート
正　会員
岡崎奈緒子　　 キャノンITソリューションズ株式会社
正　会員
林　　　凡　　 富士通エフ・アイ･ピー株式会社
正　会員
奥田　　充　　 三菱商事株式会社

賛助会員　　　 川内　晟宏　   特定非営利活動法人ITコーディネータ協会

賛助会員　　　 鈴木　耀夫　   ＮＰＯ法人観光情報流通機構
賛助会員　　　 梶田　　瞳　   一般財団法人流通システム開発センター
賛助会員　　　 坂本　真人　   一般財団法人流通システム開発センター

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ 　　 菊田　逸平　   経済産業省中小企業庁

事 務 局
菅又　久直
一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会
事 務 局
斉藤　良一
一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会
出席者15名
４．議事概要　
　2016年度第１回国際連携タスクフォースは、今年度の委員の自己紹介および委員長の選出を行い以下の議事を実施した。（資料：国際連携2016-1-01）
４－１．2016年度国際連携タスクフォース委員紹介およびリーダーの選任
・本日出席の委員による自己紹介

・委員長は事務局推薦の堀内一氏が全会一致で選任された。

（資料：国際連携2016-1-02）
４－２．2015年度国際連携タスクフォースの成果
　昨年度の成果報告が以下の５つの活動テーマに添って事務局菅又より行われた。
（資料：国際連携2016-1-03）
（1） 企業のグローバルサプライチェーンIT基盤調査
・ラウンドテーブルを開催し、具体的な課題と提言を行った。

（２）グローバルネットワークの相互運用性検討
・オープンネットワーク相互運用性の要件を取りまとめて活動報告を公開した。

・クラウドコンピューティング環境における相互運用性を確保するため、技術環境の調査を行い、その活動報告を公開した。

（3） 国連CEFACTにおける標準化とその普及に貢献

・国連CEFACT日本委員会の下で標準の策定・保守に貢献した。

・SIPS業界横断EDI仕様で必要となった情報項目を国連CEFACT共通辞書への追加提案を行った。
（4） アジアにおけるグローバルサプライチェーン可能性調査

・AFACTおよびAPTFFを通じて、アジア各国の国際・国内取引電子化状況と取り組みを調査した。

（5） ビジネスインフラ成果のアジア展開推進

・業界横断データ辞書／メッセージ辞書のアジア版をAFACTプロジェクトとして推進した。

・業界横断EDI仕様に基づく実証プロジェクトに関して、eアジア賞に応募し銀賞を受賞した。

これらの活動成果は、2015年度国際連携タスクフォースレポートとして全てSIPSのホームページに掲載されとおりダウンロードできるようになっている。

http://www.caos-a.co.jp/SIPS/index.html
なお、活動報告に関する質問はありませんでした。
４－３．2016年度国際連携タスクフォース活動計画
事務局菅又より2016年度の活動計画について以下の説明があった。
（資料：国際連携2016-1-04）

（1） 国連CEFACTにおける国際標準化とその普及

・国連CEFACT日本委員会の下、国連CEFACTにおける手法技術PDA、ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝPDA、およびライブラリー管理チームに参加し、日本提案を含む標準の策定・保守と普及に貢献する。
・AFACT等を通じ、アジア各国の情報連携電子化状況とその取組みを調査するとともに、国連CEFACT標準に基づくSIPSビジネスインフラの普及を図る。

（2） グローバルサプライチェーン情報基盤調査
・国際物流のサイバーフィジカルシステム化を目指した情報共有基盤の枠組みを研究し、具体的な適用可能性につき調査を行う。

（3） 新生技術対応ビジネスインフラ研究
・将来のビジネスインフラの要素技術となりえる、AI、IOT、FinTech、ビッグデータ、サイバーセキュリティなどの調査研究のため、有識者によるラウンドテーブルを開催する。
・新生技術を取り込むSIPSフレームワークを検討し、関係団体との技術的調整を図る。

【活動計画に関する意見等】
　◇上記の（２）グローバルサプライチェーン情報基盤調査について、今年度実施するか否かの意見交換を行う。
結論として、「棚上げ状態にする」（事務局判断）ことになった。
　◇資料P13（SIPS：業務連携フレームワーク図）をもっと進化させたい。（堀内氏）
　　⇒テーマ（３）として進めていく。（菅又氏）

　◇国際取引のみえる化でシングルウインドウ同士の連携が進んでいる。NACCSへの提言などの役割ができないか？PAAなど？（奥田氏）

　　　⇒PAAもそれだけでは成り立たない。eコマースへシフトするなどの動きがある。（石垣氏）

　　　⇒ESCAP（アジア）で話題になっている。それは中国でアリババが物流事業者と通関事業者と連携して小口の貨物の一気通貫を実現している。アマゾンも同様に実施している。（菅又氏）
　◇上記に関して台湾からのリクエストがある。（浜松のAFACT会議資料）日本とも組んでやりたい希望がある。国連CEFACTの日本委員会メンバーに問いかけたい。（菅又氏）
４－４．国際会議報告
　事務局菅又より以下の２つの国際会議の報告があった。
(1) 国連CEFACTフォーラム会議（資料：2016-1-05）
・国連CEFACT総会は、4月21日から22日の日程でジュネーブにて開催。
・国連CEFACTフォーラムは4月25日から29日の日程でジュネーブにて開催。
(2) AFACT中間会議報告（資料：国際連携2016-1-06）
・今回はJASTPROが主催して浜松市で開催された。5月23日、24日、25日の3日間。
・参加国は日本、台湾、タイ、イランの4カ国で30名が参加した。

・CSC（コミュニティサポート委員会）およびTMC（技術手法委員会）を合同で実施した。

・BDC（ビジネスドメイン委員会）では、タイからの漁獲トレースシステム、日本（ESCAPに代わって）からTTFMMに関する報告、台湾から電子商取引貿易手続きに関するシングルウインドウシステムの提案があった。
４－５．ラウンドテーブルのテーマについて（検討）
　今年度のラウンドテーブルのテーマに関する検討を行った。

（資料：国際連携2016-1-06） 
◇これまでの経過について（事務局菅又）
　・第１回は「ITガバナンスのアプローチ」、第２回は「グローバルサプライチェーン」、第３回は「グローバルサプライチェーンの共通基盤」であった。
◇今年度の内容につて（事務局菅又）
　・進め方としては、①ビジネスを取り巻く最新技術動向について　②ビジネスを取り巻くビジネスインフラのあり方　③提言　という流れを考えている。

　・時期は2016年10月頃で参加人数は20名を予定している。
◇関連する情報として、兼子氏から以下の説明があった。

　・IVIのゆるやかな標準（標準が必要に応じて更新されるのを認める）。
　・中堅・中小企業におけるIoT活用（身の丈にあった活用方法がある）。

　・AIとロボット（中小の製造業では人手不足が深刻だ。人型ロボットを製造業に活用できないかの実験中。例えば、過去のQC事例を覚えさせ、設備の不具合の対応をさせるなど。）
【テーマに関してフリーディスカッション】

（堀内氏）コアコンポーネントのライブラリー化ということで、いろいろの分野のレジストリーを連携できないか。

（遠城氏）最近話題の技術も目新しいというわけではない。一般からも「見える」という点が注目されている。我々の活動もまだまだ「見えて」いない。情報基盤をAIやモバイルと連携を図るのは面白い。
（菊田氏）賛成だ。新しい技術によってしくみ作りも変わってくる。
（堀内氏）AI、ロボットなどは他でもやれる。SIPSとしてはフレームワークの中に位置づけられるようにすべきだ。ドイツがやろうとしていることを聞くなど。

（川内氏）IVIがやろうとしている事を西岡理事長に聞くなど良いのでは。また、IVIに集まっている人は製造業の人ばかりで、SIPSや国連CEFACTの活動を全く知らない。製造設備同士しか繋がっていない（スマートマニュファクチャー）。これを上下につなぐこと（商取引と決済まで）と、企業間を繋ぐことが抜けている。
（奥田氏）流通や物流の世界では何が求められているのか。AIDC（RFIDとか）活用によるIoTなど、もっと先を踏まえた議論にすべきだ。
（川内氏）中小企業のEDIは全く浸透していない。IoTも同様と思う。なぜEDIがだめなのか、その解決が先だ。

　　IoTの中のビジネス情報+企業間連携がテーマになるのでは？

（菅又氏）落としどころはそこだが、新技術は本当のところを知らないのではないか。（ラウンドテーブルでは）改めて聞いてみるべきでは？
　　これまでの議論で残った新生技術は、AI/ロボット、IoTか。サイバーセキュリティはどう防ぐかよりも起きた時にどうするかを考えたほうが良い。

テーマは、これらの議論、ご意見を元に次回までにまとめていく。

５．次回のタスクフォース開催予定

　　第２回国際連携タスクフォースは以下の日時で開催する。
　期日：2016年8月30日（火）14時－17時

　場所：機械振興会館　6階6-62会議室
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